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 い じん

偉人・
げいじゅつ

芸術 　国東の
 い じん

偉人

「偉
いじん

人」という言
ことば

葉から、あなたはどんな人
ひと

を思
おも

い浮
う

かべますか？ そう、「偉
いじん

人」と呼
よ

ばれるのは、ただ

「頭
あたま

が良
よ

くて、世
よ

の中
なか

で成
せいこう

功した立
りっぱ

派な人
ひと

」ではありません。偉
いじん

人とは、自
じぶん

分が掲
かか

げた理
りそう

想の実
じつげん

現をめざ

し、困
こん

難
なん

にもくじけず、人
ひとびと

々の幸
こうふく

福や社
しゃかい

会・地
ちいき

域の発
はってん

展のために、努
どりょく

力し続
つづ

けた人
ひとびと

々です。様
さまざま

々な分
ぶんや

野で

活
かつ

躍
やく

した郷
きょうど

土国
くにさき

東の偉
いじん

人の考
かんが

え方
かた

や生
い

き方
かた

、その苦
くなん

難や努
どりょく

力の跡
あと

をたどってみることで、きっとあなた

に「生
い

きるためのたくさんのヒント」を与
あた

えてくれることでしょう。未
みらい

来に向
む

けて、新
あたら

しい歩
あゆ

みを進
すす

め

ていくために、ぜひ活
かつよう

用してください。

ここで紹
しょうかい

介した33人
にん

の偉
いじん

人の生
しょうがい

涯については、平
へいせい

成25年
ねん

（2013）に国
くにさきしきょういくいいんかい

東市教育委員会が発
はっこう

行した『ふるさと国
くにさき

東の

偉
いじんでん

人伝』に詳
くわ

しく書
か

かれているよ。また、これ以
いがい

外にどんな

偉
いじん

人がいるか、QRコードからアクセスして調
しら

べてみよう！

⑤高
こうけつ

潔の衆
しゅうぎいんぎちょう

議院議長

⑨大
おおいたけん

分県の盲
もうきょういく

教育の先
せんくしゃ

駆者

⑬初
しょし

志を貫
つらぬ

く数
すうがくしゃ

学者

⑥移
いみんじぎょう

民事業の元
がんそ

祖

⑩郷
きょうどしけんきゅう

土史研究の大
だいせんだつ

先達

⑭戦
せんごにほん

後日本の産
さんぎょう

業を支
ささ

えた化
かがくしゃ

学者

⑦郷
きょうど

土の女
じょせいきょういく

性教育の先
せんくしゃ

駆者

①信
しんねん

念に生
い

きた殉
じゅんきょうしゃ

教者
※1

※2

※5

※7 ※8

※4※3

※5 ※6

③天
てんち

地の真
しんり

理を探
たんきゅう

求した哲
てつがくしゃ

学者

⑪国
こっかいぎじどう

会議事堂の設
せっけいしゃ

計者

⑮鎌
かまくらじだい

倉時代の名
めいとうしょう

刀匠

⑧心
しんぞうはくどう

臓拍動のしくみを発
はっけん

見した病
びょうりがくしゃ

理学者

②郷
きょうど

土の教
きょういく

育と学
がくもん

問の祖
そ

④燈
とうもり

守に生
しょうがい

涯を捧
ささ

げた僧
そう

⑫激
げきどう

動の日
にほん

本を支
ささ

えた外
がいむだいじん

務大臣

⑯和
わさん

算の研
けんきゅうしゃ

究者

元
もとだ

田 肇
はじめ

森
もり

 清
きよかつ

克

末
すえつな

綱 恕
じょいち

一

渡
わたなべ

辺 勘
かんじゅうろう

十郎

河
こうの

野 清
きよみ

実

友
ともなり

成 九
つくも

十九

後
ごとう

藤 ヨネ

ペトロ・カスイ 岐
きべ

部

三
みうら

浦 梅
ばいえん

園

吉
よしたけ

武 東
とうり

里

行
ゆきひら

平

田
たわら

原 淳
すなお

綾
あやべ

部 道
みちひろ

弘

清
せいきょ

虚

重
しげみつ

光 葵
まもる

古
こはら

原 三
さんぺい

平

安
あんせい

政5年
ねん

（1858）

〜昭
しょうわ

和13年
ねん

（1938）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

明
めいじ

治11年
ねん

（1878）

〜昭
しょうわ

和21年
ねん

（1946）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

明
めいじ

治31年
ねん

（1898）

〜昭
しょうわ

和45年
ねん

（1970）

武
むさしまち

蔵町生
う

まれ

元
げんじ

治元
がんねん

年（1864）

〜大
たいしょう

正15年
ねん

（1926）

武
むさしまち

蔵町（宇
うさし

佐市生
う

まれ）

明
めいじ

治11年
ねん

（1878）

〜昭
しょうわ

和27年
ねん

（1952）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

明
めいじ

治35年
ねん

（1902）

〜昭
しょうわ

和32年
ねん

（1957）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

慶
けいおう

応4年
ねん

（1868）

〜昭
しょうわ

和37年
ねん

（1962）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

天
てんしょう

正15年
ねん

（1587）

〜寛
かんえい

永16年
ねん

（1639）

国
くにみまち

見町生
う

まれ

享
きょうほう

保8年
ねん

（1723）

〜寛
かんせい

政元
がんねん

年（1789）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

明
めいじ

治19年
ねん

（1886）

〜昭
しょうわ

和20年
ねん

（1945）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

生
せいぼつねんふめい

没年不明

国
くにみまち

見町（豊
ぶんごたかだし

後高田市生
う

まれ）

明
めいじ

治6年
ねん

（1873）

〜昭
しょうわ

和27年
ねん

（1952）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

寛
かんえい

永12年
ねん

（1635）〜元
げんろく

禄13年
ねん

（1700）

武
むさしまち

蔵町生
う

まれ

安
あんえい

永6年
ねん

（1777）

〜嘉
かえい

永3年
ねん

（1850）

国
くにみまち

見町生
う

まれ

明
めいじ

治20年
ねん

（1887）

〜昭
しょうわ

和32年
ねん

（1957）

安
あきまち

岐町（豊
ぶんごおおのし

後大野市生
う

まれ）

安
あんえい

永6年
ねん

（1777）〜天
てんぽう

保12年
ねん

（1841）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

大
おおいたけんりつせんてつしりょうかん

分県立先哲史料館
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 い じん

偉人・
げいじゅつ

芸術 　国東の
 い じん

偉人

⑰医
いがく

学・儒
じゅがく

学の探
たんきゅうしゃ

求者

㉒大
たいしょうてんのう

正天皇の侍
じい

医

⑱将
しょうぐん

軍と天
てんのう

皇に仕
つか

えた侍
じい

医

㉓国
くにさき

東の酒
さけ

を全
ぜんこくいち

国一にした醸
じょうぞうか

造家

⑲地
ちいきのうぎょう

域農業の発
はってん

展に尽
つ

くした篤
とくのうか

農家 ⑳治
ちすいじぎょう

水事業の功
こうせきしゃ

績者 ㉑地
ちいきいりょう

域医療に尽
つ

くした仁
じんい

医

㉔地
じもと

元に公
こうかいどう

会堂を提
ていきょう

供した皇
こうぞく

族の侍
じい

医 ㉕大
おおいたけん

分県の初
しょだいびじゅつきょうかいちょう

代美術協会長

甲
こうばら

原 玄
げんじゅ

寿

池
いけべ

辺 棟
むねさぶろう

三郎

渡
わたなべ

辺 春
はるさだ

貞

萱
かやしま

島 米
よねさぶろう

三郎

吉
よしたけ

武 幸
こうしろう

四郎 秦
はた

 文
ぶんぞう

蔵 高
たかはし

橋 義
よしのぶ

信

渡
わたなべ

辺 省
しょうご

吾 松
まつもと

本 古
こそん

村

寛
かんせい

政4年
ねん

（1792）

〜明
めいじ

治8年
ねん

（1875）

武
むさしまち

蔵町生
う

まれ

安
あんせい

政5年
ねん

（1858）

〜大
たいしょう

正15年
ねん

（1926）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

生
せいねんふめい

年不明

〜明
めいじ

治15年
ねん

（1882）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

慶
けいおう

応2年
ねん

（1866）

〜昭
しょうわ

和16年
ねん

（1941）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

天
てんぽう

保6年
ねん

（1835）

〜大
たいしょう

正6年
ねん

（1917）

国
くにみまち

見町生
う

まれ

天
てんぽう

保9年
ねん

（1838）

〜明
めいじ

治44年
ねん

（1911）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

安
あんせい

政2年
ねん

（1855）

〜昭
しょうわ

和8年
ねん

（1933）

武
むさしまち

蔵町生
う

まれ

明
めいじ

治2年
ねん

（1869）

〜昭
しょうわ

和18年
ねん

（1943）

安
あきまち

岐町生
う

まれ

明
めいじ

治6年
ねん

（1873）

〜昭
しょうわ

和21年
ねん

（1946）

国
くにさきまち

東町生
う

まれ

㉖ミカン栽
さいばい

培の先
せんかくしゃ

覚者

㉚「自
じぶん

分の世
せかい

界」を追
ついきゅう

求した独
どくそう

創の画
がか

家

㉗努
どりょく

力と執
しゅうねん

念の歌
かじん

人

㉛「国
くにさき

東」を詠
よ

み続
つづ

けた歌
かじん

人

㉘脳
のうけんきゅう

研究の第
だいいちにんしゃ

一人者

㉜ふるさとの景
けしき

色を造
ぞうけい

形した陶
とうげいか

芸家

㉙孤
ここう

高の先
せんだつ

達詩
しじん

人

㉝国
くにさき

東最
さいご

後の盲
もうそう

僧

西
にしやま

山 錨
いかり

江
えとう

藤 哲
てつ

葉
はやま

山 耕
こうざぶろう

三郎

山
やまもと

本 保
たもつ

小
おがわ

川 鼎
ていぞう

三

河
かわい

合 誓
せいとく

徳

滝
たきぐち

口 武
たけし

士

高
たかぎ

木 清
せいげん

玄

明
めいじ

治25年
ねん

（1892）

〜昭
しょうわ

和42年
ねん

（1967）

安
あきまち

岐町生
う

まれ　

明
めいじ

治42年
ねん

（1909）

〜平
へいせい

成3年
ねん

（1991）

国
くにみまち

見町生
う

まれ

※1 殉
じゅんきょう

教：信
しんこう

仰する宗
しゅうきょう

教のために自
じぶん

分の命
いのち

をささげること。
※2 燈

とうもり

守：夜
よる

、船
ふね

が安
あんぜん

全に通
とお

れるよう燈
ともしび

を守
まも

る人
ひと

。明
めいじ

治以
いこう

降は「灯
とうだいもり

台守」と呼
よ

ぶ。
※3 高

こうけつ

潔：心
こころ

が気
けだか

高く、清
きよ

らかなようす。
※4 元

がんそ

祖：ある物
ものごと

事を始
はじ

めた最
さいしょ

初の人
ひと

。
※5 先

せんくしゃ

駆者：ある物
ものごと

事を他
ほか

の人
ひと

より先
さき

に取
と

り組
く

んだ人
ひと

。
※6 先

せんだつ

達：先
さき

にその分
ぶんや

野で業
ぎょうせき

績をあげ、後
あと

に続
つづ

く者
もの

を導
みちび

く人
ひと

。
※7 刀

とうしょう

匠：刀
とうけん

剣を作
つく

る人
ひと

。刀
かたなかじ

鍛冶・刀
とうこう

工と同
おな

じ。
※8 和

わさん

算：中
ちゅうごく

国から伝
つた

わった古
こだいさんぽう

代算法を基
もと

に日
にほん

本で発
はったつ

達した数
すうがく

学。江
えどじだい

戸時代に関
せきたかかず

孝和たちによって大
たいせい

成した。
　明

めいじいこう

治以降、西
せいようすうがく

洋数学を「洋
ようさん

算」と呼
よ

んだのに対
たい

していう。

※9 儒
じゅがく

学：中
ちゅうごく

国の孔
こうし

子の教
おし

えに基
もと

づく、政
せいじ

治・道
どうとく

徳についての学
がくもん

問。儒
じゅきょう

教と同
おな

じ。
※10 侍

じい

医：天
てんのう

皇・皇
こうぞく

族の診
しんりょう

療をする医
いし

師。江
えどじだい

戸時代には、将
しょうぐん

軍の診
しんりょう

療をする医
いし

師もいう。
※11 篤

とくのうか

農家：熱
ねっしん

心に農
のうぎょう

業に取
と

り組
く

み、その研
けんきゅう

究に励
はげ

む人
ひと

。
※12 治

ちすい

水：水
すいがい

害を防
ふせ

いだり、水
すいろ

路をととのえたり、水
みず

の便
べん

をよくしたりすること。
※13 先

せんかくしゃ

覚者：ふつうの人
ひと

よりも進
すす

んだ考
かんが

えを持
も

って、知
ちしき

識や学
がくもん

問の道
みち

を開
ひら

いた人
ひと

。
※14 第

だいいちにんしゃ

一人者：その社
しゃかい

会や分
ぶんや

野でいちばんすぐれた力
ちから

を持
も

っている人
ひと

。
※15 孤

ここう

高：ひとり超
ちょうぜん

然として高
たか

い理
りそう

想と志
こころざし

を保
たも

つこと。
※16 盲

もうそう

僧：中
ちゅうごくちほう

国地方の一
いちぶ

部と九
きゅうしゅう

州に多
おお

くいた盲
もうもく

目の天
てんだいしゅう

台宗のお坊
ぼう

さん。年
ねん

に数
すうかい

回、琵
びわ

琶を弾
ひ

きながら家
いえいえ

々を訪
おとず

れ、
　荒

こうじんさま

神様 （屋
やしき

敷や竈
かまど

の神
かみ

）を祀
まつ

るためのお経
きょう

をあげたり、正
しょうがつ

月にはお札
ふだ

を配
くば

ったりした。

明
めいじ

治28年
ねん

（1895）

〜昭
しょうわ

和45年
ねん

（1970）

国
くにみまち

見町生
う

まれ

大
たいしょうがんねん

正元年（1912）

〜平
へいせい

成8年
ねん

（1996）

国
くにさきまち

東町（山
やまぐちけん

口県生
う

まれ）

明
めいじ

治34年
ねん

（1901）

〜昭
しょうわ

和59年
ねん

（1984）

国
くにさきまち

東町（杵
きつきし

築市生
う

まれ）

昭
しょうわ

和2年
ねん

（1927）

〜平
へいせい

成22年
ねん

（2010）

国
くにみまち

見町生
う

まれ

明
めいじ

治37年
ねん

（1904）

〜昭
しょうわ

和57年
ねん

（1982）

武
むさしまち

蔵町生
う

まれ

昭
しょうわ

和6年
ねん

（1931）

〜平
へいせい

成8年
ねん

（1996）

国
くにさきまち

東町（武
むさしまち

蔵町生
う

まれ）

※9 ※10

※10

※13 ※14
※15

※16

※6

※10

※11 ※12
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 い じん

偉人・
げいじゅつ

芸術 　国東の
げいじゅつさくひん

芸術作品

国
くにさきはんとう

東半島の伝
でんとう

統や地
ちいきしげん
域資源と現

げんだい
代アートをひとつにして、観

かんこう
光や地

ちいきかっせいか
域活性化に結

むす
びつけるための「アート

プロジェクト」が平
へいせい

成 23（2011）年
ねん

に開
かいし

始、平
へいせい

成 26（2014）年
ねん

には「国
くにさきはんとうげいじゅつさい

東半島芸術祭」が開
かいさい

催されました。

千
せんどう

灯、岐
きべ
部、成

じょうぶつ
仏などに設

せっち
置された作

さくひん
品は、現

げんざい
在でも見

み
ることができます。平

へいせい
成 27（2015）年

ねん
からは、既

きぞん
存

の作
さくひん

品を活
かつよう

用した「くにさきアートフェスタ」を開
かいさい

催し、令
れいわ

和 2・3（2020・2021）年
ねん

にも新
あら

たなアート

作
さくひん

品を設
せっち

置しています。

昭
しょうわ

和 44（1969）年
ねん

、神
こうべし
戸市生

う
まれの美

びじゅつか
術家。1990 年

ねんだいはじ
代初めから国

こくないがい
内外を

旅
たび

し、そこに生
い

きる人
ひとびと

々の生
せいかつ

活や新
あたら

しいコミュニケーションのあり方
かた

に関
かん

するパフォーマンスや、インスタレーション作
さくひん

品などを制
せいさく

作しています。

山
さんちょう

頂まで続
つづ

く階
かいだん

段のない参
さんどう

道に、一
いっちょくせん

直線の白
しろ

い

手
て

すりを設
せっち

置。夜
やかん

間には手
て

すりが点
てんとう

灯し、一
ひとすじ

筋

の光
ひかり

を灯
とも

します。

埠
ふとう

頭に立
た

つ外
がいとう

灯が、日
にちぼつ

没をむかえると呼
こきゅう

吸をす

るように明
めいめつ

滅を繰
く

り返
かえ

す作
さくひん

品です。

世
せかいじゅう

界中から集
あつ

められた石
いし

が環
かんじょう

状に並
なら

んでいま

す。ここに来
く

る人
ひと

が持
も

ち寄
よ

った石
いし

を置
お

き積
つ

み重
かさ

ねることで、育
そだ

っていく作
さくひん

品です。

干
かんちょう

潮になると島
しま

にわたる道
みち

が現
あらわ

れます。堤
ていぼう

防

には、この場
ば しょ

所と深
ふか

く関
かか

わるための3つのメッ

セージが設
せっち

置されています。

撮影:島袋道浩

撮影:島袋道浩撮影:島袋道浩

国
くにさきはんとう

東半島の現
げんだい

代アート地
ちず
図

国
くにさきはんとう

東半島の現
げんだい

代アート

平
へいせい

成 26（2014）年
ねん

に開
かいさい

催された「国
くにさきはんとうげいじゅつさい

東半島芸術祭」の来
らいじょうしゃすう

場者数は、

50 日
にちかん

間で 60,028 人
にん

にもなったんだ！ すごい賑
にぎ

わいだね。

現
げんち

地へ行
い

って、作
さくひん

品

を体
たいかん

感してみよう!❶❹❼ 島
しまぶく

袋 道
みちひろ

浩

❶ 光
ひか

る道
みち

 - 階
かいだん

段の無
な

い参
さんどう

道

❹ 息
いぶき

吹

❶ 首
くびかざ

飾り-石
いし

を持
も

って山
やま

に登
のぼ

る

❼ マノセ

芸
げいじゅつさい

術祭などのアートプロジェクトで作
つく

られた作
さくひん

品は屋
おくがいがた

外型。国
くにさき

東に訪
おとず

れる

国
こくない

内・海
かいがい

外からの観
かんこうきゃく

光客の人
ひと

たちに、今
いま

でも鑑
かんしょう

賞されているんだよ!

❾

❽

�

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺

❻❻

❼❼オノ・ヨーコ、木村崇人、鴻池朋子
チェ・ジョンファ、淀川テクニック 他
オノ・ヨーコ、木村崇人、鴻池朋子
チェ・ジョンファ、淀川テクニック 他

チームラボチームラボ

勅使川原 三郎勅使川原 三郎

島袋道浩島袋道浩

ギャラリー通りギャラリー通り

鶴川商店街周辺拠点施設鶴川商店街周辺拠点施設 ●●

川俣 正川俣 正

アントニー・ゴームリーアントニー・ゴームリー

島袋道浩島袋道浩

Google MapGoogle Map

島袋道浩島袋道浩

宮島達男宮島達男
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 い じん

偉人・
げいじゅつ

芸術 　国東の
げいじゅつさくひん

芸術作品

1963 年
ねんう

生まれ、イギリスの彫
ちょうこくか

刻家です。この

作
さくひん

品は、神
かみだな

棚と仏
ぶつだん

壇が並
なら

んだ座
ざしき

敷などを備
そな

える

空
あ

き家
や

の内
ないぶ

部をコンクリートで型
かたど

取り作
つく

られ

ました。かつて人
ひと

が住
す

んでいた気
けはい

配までも感
かん

じ

られます。

昭
しょうわ

和 28（1953）年
ねんう

生まれの芸
げいじゅつか

術家、造
ぞうけいさっか
形作家

です。ペトロ・カスイ岐
きべ
部の数

すうき
奇な生

しょうがい
涯に感

かんめい
銘

を受
う

けた川
かわまたただし

俣正が、教
きょうかい

会の裏
うら

の丘
おか

に木
もくどう

道と人
ひと

が

語
かた

らうための場
ば

として制
せいさく

作した作
さくひん

品です。

昭
しょうわ

和 32（1957）年
ねんう

生まれの現
げんだいびじゅつか
代美術家です。

日
にほん

本の石
せきぞうぶつ

造物・磨
まがいぶつ

崖仏の7割
わり

が大
おおいた

分、とくに

国
くにさきはんとう

東半島に集
しゅうちゅう

中していることから、現
げんだい

代の

磨
まがいぶつ

崖仏ともいえる作
さくひん

品を地
ちいきじゅうみん

域住民たちと一
いっしょ

緒

に作
つく

り上
あ

げました。

1950 年
ねんう

生まれのイギリスの彫
ちょうこくか

刻家です。

国
くにさきはんとう

東半島の精
せいしん

神や哲
てつがく

学を考
かんが

えるうえで重
じゅうよう

要な

場
ば しょ

所・不
ふどうさん

動山の山
さんちょうちか

頂近くに、自
じぶん

分をかたどった

鉄
てつせい

製の人
じんぶつぞう

物像を設
せっち

置しました。雨
あめかぜ

風にさらさ

れ、日
ひびへんか
々変化し続

つづ
けています。

❷ レイチェル・ホワイトリード
Kunisaki House ❽ 勅

てしがわら

使川原 三
さぶろう

郎
月
つき

の木
き

・光
ひかり

の水
すいてき

滴

❺ 川
かわまた

俣 正
ただし

説
せっきょうだん

教壇

❸ 宮
みやじま

島 達
たつお

男
Hundred Life Houses ❾ チームラボ

花
はな

と人
ひと

、コントロールできないけれども、共
とも

に生
い

きる Kunisaki Peninsula

❻ アントニー・ゴームリー
ANOTHER TIME XX

撮影:久保貴史 © 国東半島芸術祭実行委員会撮影:久保貴史 © 国東半島芸術祭実行委員会

撮影:久保貴史

「Kunisaki House」という作
さくひん

品では、神
かみだな

棚と仏
ぶつだん

壇が並
なら

んでいる様
ようす

子が

見
み

られるけれど、みんなの家
いえ

ではどうかな? 作
さくしゃ

者は、どうして神
かみだな

棚と仏
ぶつだん

壇

が並
なら

んでいる様
ようす

子を不
ふしぎ
思議に思

おも
ったんだろう?

くにさきアートフェスタ
国
くにさきはんとうげいじゅつさい

東半島芸術祭などで設
せっち

置された作
さくひん

品を活
かつよう

用するため、平
へいせい

成 27（2015）年
ねん

から毎
まいとしあき

年秋に「くにさきアートフェスタ」が開
かいさい

催されていたよ。

A）オノ・ヨーコ

見
み

えないベンチ・念
ねんがん

願の木
き

B）鴻
こうのいけ

池 朋
ともこ

子　One Wild Day

C）チェ・ジョンファ　色
いろいろいろ

色色

D）淀
よどがわ

川テクニック　

国
くにさきはんとう

東半島のラクダ

E）木
きむら

村 崇
たかひと

人　太
たいよう

陽と坐
すわ

る

D E

A B C

❿ 長
ながさきばな

崎鼻アートプロジェクト
撮影:久保貴史

撮影:久保貴史 © 国東半島芸術祭実行委員会

撮影:久保貴史 © 国東半島芸術祭実行委員会 撮影:久保貴史 © 国東半島芸術祭実行委員会

くにさきりっちカレー祭
まつ

り バスツアー ペトロの森
もりはなつか

花使いライブ

国
くにさきはんとうげいじゅつさい

東半島芸術祭では、国
くにさきしいがい
東市以外にも作

さくひん
品が設

せっち
置されたんだよ。

身
みぢか

近にあるアート作
さくひん

品を自
じぶん

分の目
め

で見
み

て、肌
はだ

で感
かん

じてみよう！

どんな感
かんそう

想を持
も

つかな？
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 い じん

偉人・
げいじゅつ

芸術 　国東の
げいじゅつか

芸術家

国
くにさき

東には、土
とち
地や人

ひと
に惚

ほ
れ込

こ
み移

いじゅう
住する芸

げいじゅつか
術家が大

おおぜい
勢います。豊

ゆた
かな自

しぜん
然や国

くにさきどくじ
東独自の文

ぶんか
化が受

う
け継

つ
がれ

ているという魅
みりょく

力はもちろんのこと、創
そうさくかつどう

作活動を受
う

け入
い

れてくれる周
まわ

りのあたたかさや、住
じゅうみん

民たちの人
ひとがら

柄

に心
こころひ

惹かれるようです。見
みな
慣れた景

けしき
色や習

しゅうかん
慣にも、私

わたし
たちが見

みのが
逃している魅

みりょく
力があるのかもしれません。

江
えとう

藤 哲
てつ

　明
めいじ

治 42（1909）年
ねん

〜平
へいせい

成 3（1991）年
ねん

現
げんざい

在の国
くにみまちたけたづしゅっしん
見町竹田津出身の画

がか
家。小

しょうがく
学 5 年

ねん
で図

ずがきょうし
画教師に出

で　あ
会い、絵

え

を描
か

くことが好
す

きになったといいます。昼
ひる

は公
こうむいん

務員、夜
よる

は画
がか
家という

生
せいかつ

活を続
つづ

け、生
しょうがい

涯で油
ゆさいが
彩画 10,000 点

てん
、デッサン 7,000 点

てん
の作

さくひん
品を

制
せいさく

作しました。

河
かわい

合 誓
せいとく

徳　昭
しょうわ

和 2（1927）年
ねん

〜平
へいせい

成 22（2010）年
ねん

現
げんざい

在の国
くにみまちたけたづしゅっしん
見町竹田津出身の陶

とうげいか
芸家。土

どき
器の写

しゃしん
真を見

み
て感

かんどう
動し、裏

うらやま
山で

土
つち

を採
と

って土
どき
器を作

つく
ったり、宇

うさちゅうがっこう
佐中学校（現

げん
、宇

うさこうこう
佐高校）で窯

かま
を作

つく
った

りしました。戦
せんご

後は陶
とうげい

芸の地
ち

・有
ありた

田で弟
でし
子入

い
りし、その後

ご
、陶

とうげいか
芸家と

して活
かつやく

躍。数
かずかず

々の賞
しょう

を受
じゅしょう

賞しています。

国
くにみ

見アートの会
かい

国
くにみさっかてちょう
見作家手帖

「
うみ
海」 「ひまわり」 「

ぼうきょう
望郷」 大

おおいたけんりつびじゅつかんしゅうぞうひん
分県立美術館収蔵品大

おおいたけんりつびじゅつかんしゅうぞうひん
分県立美術館収蔵品 「

えんしょう
円象」

国東を代
だいひょう

表する芸
げいじゅつか

術家

国
くにさき

東のアーティスト情
じょうほう

報を右
みぎ

の QR 

コードにアクセスして調
しら

べてみよう！

どんな人
ひと

が活
かつどう

動しているかな？

「アストくにさき」には、演
えんげき

劇や古
こてんげいのう

典芸能の上
じょうえん

演もできる大
おお

き

なホールのほかに、小
ちい

さなホールやギャラリーもあるよ。

国
くにさきしゅっしん

東出身だったり、他
ほか

の土
とち
地から移

うつ
り

住
す

んだりした芸
げいじゅつか

術家たちがたくさんい

るよ。実
じっさい

際の作
さくひん

品を見
み

てみよう！
芸
げいじゅつか

術家には、それぞ

れいろんな創
そうさく

作や

生
せいかつ

活のスタイルが

あるんだね。

市
しないげいじゅつか

内芸術家の活
かつどうきょてん

動拠点「アストくにさき」

くにさき総
そうごうぶんか

合文化センター アストくにさき ギャラリー



①-1

①-2

①-3

②-1

②-2

②-3

③-1

③-2

③-3

③-4

④-1

④-2

⑤-1

⑤-2

⑤-3

⑤-4

⑥-1

⑥-2

②-3｜
 い じん

偉人・
げいじゅつ

芸術 　国東の
げいじゅつか

芸術家

国東で活
かつどう

動している芸
げいじゅつか

術家・工
こうげいさっか

芸作家

岩
いわきり

切 千
ちか

佳 七
しちとう

島イ工
こうげいさっか

芸作家 廣
ひろおか

岡 茂
しげき

樹 画
がか
家 廣

ひろおか

岡 衣
えな

奈 グラフィックデザイナー

垣
かきの

野 勝
かつし

司 陶
とうげいさっか

芸作家 福
ふくなが

永 泰
やすのぶ

信 陶
とうげいさっか

芸作家

恒
つねなり

成 哲
てつさぶろう

三郎 家
かぐもっこうさっか
具木工作家 山

やまぐち

口 正
まさふみ

文 美
びじゅつさっか

術作家

中
なかの

野 マーク 周
しゅうさく

作 陶
とうきぞうけいさっか

器造形作家　中
なかの

野 直
なおみ

美 陶
とうげいさっか

芸作家　中
なかの

野 伸
しんや

哉  イラストレーター 和
わだ

田 木
このみ

乃実  表
ひょうぐさっか

具作家

茂
しげき

樹さん作
さくひん

品

マーク周
しゅうさく

作さん作
さくひん

品

岩
いわきり

切 千
ちか
佳さん 廣

ひろおか
岡 衣

えな
奈さん

垣
かきの

野 勝
かつし

司さん 福
ふくなが

永 泰
やすのぶ

信さん

恒
つねなり

成 哲
てつさぶろう

三郎さん 山
やまぐち

口 正
まさふみ

文さん

伸
しんや

哉さん 和
わだ
田 木

このみ
乃実さん

廣
ひろおか

岡 茂
しげき

樹さん 衣
えな
奈さんデザイン

直
なおみ

美さん、マーク周
しゅうさく

作さん

直
なおみ

美さん作
さくひん

品

伸
しんや

哉さん作
さくひん

品

国
くにさきしない

東市内には他
ほか

にもたくさんの芸
げいじゅつか

術家がいるよ。調
しら

べてみよう！


